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ABSTRACT: NurslngeducationisincreaslnglyIncludedwithintraditional

collegeeducation,butthereisasyetnoconsensusastohow midwiferyedu-

cationshouldbeincorporatedwithinthepresentsystemofnurslngeducation.

Inordertounderstandthepresentstateofmidwiferyeducationandgain

perspectivesonitsfuture,asurveywascarriedoutamongstudentstakes

midwiferycoursesaswellasinstructorsteachingsuchcoursesat3colleges

providingmidwiferyeducationasanelectivesubject(St.Luke'sCollegeof

Nursing,ChibaUniversityand RyukyuUniversity). A questionnairewas

mailedtoindividualsubjectsandsubsequentlycollected.

Atotalof14studentstookmidwiferycoursesintherelevantyear,and

12respondedtothequestionnaire.Ofstudentsapplyingtotakethesecourses,
20% wereaccepted.

Themostfrequentmotivefortakingthecourseswas"toobtainqualifica-

tion"followedby"interestedinmidwifery"and"learnmoreaboutnurslng."

Asforthenecessaryeffortinvolved,morethanhalftherespondentsans-

weredthattheycould"doitwithmuchdifficulty."

Wehopedtore-evaluatethemannerin which midwiferyeducationis

providedonthebasisofthesesurveyresults.

Keywords: Midwiferyeducation)Undergraduate,Nursingeducation･

は じ め に

現在,医療の高度化,専門化が進む中で人間

性と科学性を重視した助産学教育をいかにすべ
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きかについて審議 ･検討が重ねられている｡昭

和59年の日本看護協会総会で看護制度改正の協

議があり,｢4年の学士課程卒業生を看護師(仮
称)とし,卒後3カ月程度の現任教育で,現状

の看護婦 ･助産婦 ･保健婦の業務ができる｣と

いう提案がされた｡一方,全国助産婦教育協議

会では, ｢学士課程の4年間は看護基礎教育と

する｡助産婦教育は専門領域の教育として,4

年卒後に1年間専攻課程で教育する｣ことを提

-31-



京都大学医療技術短期大学部紀要 第10号 1990

言して,文部省に制度化を要望している｡つま

り看護協会は4年間の学士課程の中に助産婦教

育を含める意向があり,全国助産婦教育協議会

は含めない教育を考えている｡看護婦教育の一

部は漸次大学化されつつあるが,助産婦教育の

位置づげについては未だ看護教育者の間でコン

センサスが得られているとはいえない｡

平成元年度現在,日本において学士課程の中

で助産学教育をしているのは,聖路加看護大学,

千葉大学看護学部および琉球大学医学部保健学

科の3大学のみである｡

そこで今回,大学における助産学教育の実態

を把捉し,助産学教育を位置づけることを目的

として,上記3大学の助産関係科目を履修した

学生と助産学担当教官を対象にアンケート調査

を実施した｡

研 究 方 法

研究方法 :1989年 2月15日から3月 5日の問

に履修学生用および担当教官用アンケートを担

当教官宛に郵送により依頼,回収した｡アンケ

ート内容は,学生に対しては選択動機,履修上

の問題,履修後の感想,助産学教育制度に対す

る意見等が含まれ,また,担当教官に対するも

のは,履修学生数,履修学生の背景を調査する

ための履修単位数および年間スケジュール等で

ある (別紙資料参照)0

調 査 結 果

調査結果 :回答数は,対象学生総数14名の内

12名であり,大学別は表に示す通りである｡

1) 教官アンケート

各大学に共通して助産学履修は,選択付加科

目に位置づけられている｡ここでいう付加科目

とは,助産学を選択する学生は一般学生が履修

する以上に助産学の単位を余分に選択履修しな

ければならないという意味である｡ 付加単位数

は表1に示すように大学により異なり,8単位

～16単位と大きな差がある｡

助産学課程として選択するA大学と教科目選

択であるB,C大学とでは運営にも違いが認め

られた｡実習指導教官数はA大学では7名であ

ったが,B大学は4名,C大学は2名の教官で

教育がなされていた｡

保健婦助産婦看護婦学校養成所指定規則でい

う助産学課程の時間は講義360時間,実習360時

間で修学期間は6カ月以上である｡A大学は指

定時問と同じ時間が計画され,B,C大学は看

護基礎教育科目の中で内容を増幅付加し,指定

時問の内容の読み替えを行っていると思われる

時間数であった｡他の教科時間内に読み替えら

れた時間は主に3年次に履修している｡教科目

履修を4年次に記入していたのはA大学のみで

他は回答されていない｡

このような教育体制の中で,助産学の選択を

表1 履修すべき助産関係科目とその単位数

A大 学
科 目 名 ‡単位数

B大 学
科 目 名 】単位数

C 大 学

･r･ .ll ;:二 ･rl･:T.!･!.i

計16単位(720H)F8単位(300H)】10単位(345H
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表2 選 択 学 生 の 背 景

学生数等

1学年 の 学 生 定 員

助産課程選択学生定員数

選択学生 希 望 者 数

選 択 学 生 数

選択学生の決定方法

A 大 学

1.3年次迄の科目

単位取得状況

2.3年次迄の成績

3.母性看護学の成

績
4.学習の状況

希望する学生は,表2の如く大学により異なる

が,A大学の例では学生数の18-34%が選択を

希望していた｡助産選択定員はA大学では希望

学生の23%,B,C大学では20.0%であり,少

数の学生のみが助産教育を履修できる｡

履修学生の決定は,A,B大学では希望学生

の4年次までの成績や健康 ･学習状況をもとに

大学側で選抜していた｡4年の間に保健婦,助

産婦,看護婦の3職種(保健婦と看護婦は必修)

の学習をした上で,3つの国家試験に合格する

ためには,学生の能力および適性が抜群でなけ

ればならず,慎重に選抜する必要があるという

のが大学側の見解である｡一方,C大学は希望

学生の間で自主的に選択者を決定する等の方法

がとられていた｡

表3 助 産 実

実習指導教官数 l

7名実 習 施 設 数 i l施設

分 娩 数

規定実習時間実施実習時間

B 大 学 I

c 大 学成績と健康状態に

より総合判断

4学生同士の話

し合いにより選択者を決定実習は表3の

ように実施されていた｡実習時間は3大学とも

指定規則による時間以上を大学規定時間として

いた｡実施実習時間はA大学が470時間,B大学420時

間,C大学が430時間である｡各大学共に

夜間実習を行うための宿泊施設が用意されてい

た｡実習時期は∴A大学では4年次の夏季休暇を返

上して 7月から10月に,B大学は4年次学

年末の1月～ 2月に集中して,C大学は8月と2月～3月の 2期間に

実施している現状で

あった｡2. 学生アンケー ト学生の助産関係

科目の選択動機は, ｢資格が取りたい｣が6

名で,次に ｢関心がある｣が5名であり, ｢看

護を広く学びたい｣が3名であった (重複回答)｡ 実習到達度

については, 各習 状 況

B 大 学 】 C 大 学1,000例 芦 1,800例

i 1,000例360H 4単位 (180H) t 4単位 (180H)

夜 間 実 習 】 有 り宿 泊 施 設 ! 有り夜間実習期間 F7月～10
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々の学生の認識で内容ないしレベルを査定して

いないが, ｢どうにか出来る｣というレベルで

しかないという回答が大半を占めていた｡

学生が履修上問題として列挙した項目の 1位

に3点,2位に2点,3位に1点を加えてその

問題を整理すると,第 1位は ｢卒業論文との並

行がハードである｣が5.7点であり,｢他教科と

の平行がハードである｣ とするのが2位で3.7

点,次に ｢拘束時間が長い｣が3.3点,｢課題が

多い｣が2.7点の順であった (重復回答)0

実習中の学生の睡眠時間は, A大学が5.0時

間,C大学が5.9時間,B大学が7.0時間であっ

た｡この睡眠時間は,実施実習時間が多い学校

順に睡眠が少ないという傾向がみられた｡ 実習

中の健康状態は8人が ｢問題なし｣,4人が ｢健

康上の理由で欠席した｣と回答していた｡欠席

した4人の内3人が受診しており,自由記載に

｢表面的には健康でも,睡眠不足 ･精神面で不

健康｣との記述があった｡

履修後の感想は ｢非常によかった｣が8名,

残りは ｢まあまあよかった｣と全ての学生がよ

い評価をしていた｡

学士課程における助産学の教育について望ま

しい教育形態としては, ｢現状のまま,4年次

の選択制でよい｣とする学生が 1名で, ｢大学

での看護基礎教育終了後,1年間の大学特別専

攻課程で行う｣が9名あり,その他 2名が ｢選

択制で,3年次または卒業論文前に助産婦関係

科目の履修が終了するよう計画する｣等現行の

問題を改善する方向での回答をしていた｡その

理由としては, ｢現在の選択制による教育が過

密すぎる｣を7名があげていた｡また ｢大学院

での教育が望ましいが,マンパワーの供給が極

端に少なくなるという観点から, 1年間の大学

卒後教育で,特別専攻がよい｣という意見や,

｢国家試験や就職に不利にならないよう何等か

の形で変更して欲しい｣等の意見があった｡

履修者の卒業後の就業は,9名が助産婦, 2

名が他分野,1名が進学を希望し,75%が助産

婦職種に就職するとしていた｡

考 察

急速に発展する科学の進歩と生殖を基点にし

た母子保健問題の多様化による助産婦の基礎教

表4 4年 制 大 学 に お け る助 産 教 育

大学内容A 大 学 B 大 学 C 大 学一般教養 専 門 選択助産(再 掲) 一般教養 専 門 選択助産(再 掲) 一般教養 専 門

選択助産(再 掲)開請早位 1年次 40 22 必

I 4 必94 I 1 必2年次 22 56単位以l上 7332 +過25 3以54 上 l48 18 l 52 7236 +ヽ己

3年次 19 52

79 J丑16以上4年次 10 16 33

8 55 10計 91 133(16) 48 107(8) 52 1

71(10)卒業要件 56 76l l 48 94 52 88l l Lll.･.･.

___｣132 142 140備 考 ･教職課程17単位 高校2線教員免許14 ･看護コースは一般教育52単位(うち教育学部8)

中11単位は専門教科によみかえることができる助産課程 定員60人中14人が選択できる 定員80人中
看護コースの20-25人中5人が選択者数 大体
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青の過密スケジュールを教師 ･学生共に問題視

し, ゆとりある教育を願望している報告が多

いl)2)｡平成2年 4月 よ り保健婦助産婦看護婦

学校養成所指定規則が一部改正されて実施され

た｡改正によって教育内容の見直しはされたが,

教育期間は現行通りの6カ月である｡

今回の調査はこれまでの指定規則による表4

のカリキュラムを履修した学生に対するもので

あるが3), 履修学生の背景や履修状況 ･学習到

達度及び学生の反応等から,学士課程における

選択履修の実態の一端を把握できた｡改めて履

修上のハードさや学生が関心あるいは興味を持

っても少数の学生しか履修できない定員制限等,

生の声や具体的な実状を知ることができた｡

今回の調査により助産学のコアとなる専門領

域は,看護の基礎領域の大半を終了した4年次

に履修していることが分かった｡履修する時期

が卒業前の就職試験,卒業論文または国家試験

受験時期等と重なる時期であり,さらに,他科

目との並行学習を行いながら短期間で履修する

など,履修学生は非常に過密な学習をしていた｡

この過密さが履修者の学習上の問題の根元とな

り,ハード感や睡眠不足を来 して精神的にも不

健康感を持つに至っている｡この過密カリキュ

ラムは,大学教育の大きな意義である自主性を

尊重し,創造性を育み,豊かな人間性をもつ人

格の陶冶をめざす本来の狙いを阻害すると思わ

れる｡

一方,大学教育の場における助産婦教育は,

基礎的能力を活かし,稽深に専門的な知識や能

力を深め,教育者,研究者,指導者として成長

する助産婦の基礎教育として期待が大きい｡卒

業生は,例えば社会の変化に対応出来るような

助産モデルや実践の理論化に関する研究 ･開発

能力,後輩の指導ができる教育能力などを発揮

すると考えられる｡しかし,現状のような短期

間に凝縮した教育では,優秀な学生にとっても,

獲得できる内容には限度がある｡彼女達の育成

のためにもこの過密なカリキュラムについては

現在,科学で検討する必要があると思われる｡

改善の方向技術の進展と高等教育の高まりの中

で,看護婦教育を行う医療短大は全国に70余校,

その医傭短大の1/3に助産学専攻課程が設備さ

れているが,教育者の人材不足は無視できない｡

看護婦教育が学士課程に昇格するとき,学士以

上の課程での助産学履修者は必要不可欠な存在

でもある｡

日本の数少ない看護大学での助産学履修者は

将来の教育者,研究者,指導者の人的資源であ

る｡この需給の視点から見て現状の大学教育に

おける助産学教育には問題がある｡現実に志願

者は多いのに,その殆んどの学生が履修できな

い状況は早急に改善されねばならない｡昭和62

年から北里大学と日本赤十字看護大学の2大学

が関学したが両大学とも既設大学と同様の状況

のもとに助産学教育が行われている｡ 能力があ

り関心を持つ学生に,学ぶ機会を提供できる教

育体制を,大学卒業生がこれから果たす役割を

想定しながら検討することが急務である｡

大学に在職する教育者は,研究と人材育成を

一体的に推進する使命を持ち,両者の総合的な

推進が不可欠とされているが4',この過密カリ

キュラムと人員不足の状態では,大学教官白身

がその機能を果し得ない｡

アメリカでは,学士課程はその分野の基礎知

識を学び,専門の責任ある実践者や研究者の教

育は修士課程で履修するとの考え方である｡ ア

メリカの大学における助産学教育は1947年に開

始され,1955年にコロンビア大学,1956年には

ジョンズ･ホプキンス大学とェ-ル大学の各大

学院に助産看護の専攻課程が設置された経緯が

ある｡それ以後,社会の高学歴化の中で助産学

教育は漸次修士課程に移行しつつある5)｡その

入学には2年以上の看護婦経験 (うち1年は母

子関係)を必要条件としている｡1989年現在,

看護助産婦になるための学校は全米で25校あり,

そのうち博士課程は1校,修士課程は16校ある｡

彼女達は着実な基礎能力を獲得して卒業し,坐

き生きと自信をもって看護助産婦として機能し,

社会の期待に応えている｡

イギリスにおける看護教育は,衆知のとおり

実践を重んじ,かつ,最初からダイレクトに債
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域別の専門教育がなされている｡1965年に開校

されているオックスフォード･ポリテクニック

総合大学では,1989年 9月から4年制助産学専

攻学士課程が看護 ･助産 ･訪問看護学部で開講

されている5)｡ここでは18カ月の基礎課程の後,

各々の専攻分野の課程へ進む｡ 英国の助産婦活

動は各国の評価も高い｡この米英の学士課程以

上での助産学コースのカリキュラムは,専門家

としての確かな知識と技術を獲得させる教育制

度としており,世界の関心をあつめている｡

我国においては昭和62年に ｢大学等における

教育研究の高度化 ･個性化及び具体的方策につ

いて｣のテーマが検討され,答申が出されてい

る7)0 その答申は,｢大学院の役割に鑑み,その
使命を自覚し,それぞれの目的に即し,多様な

形で教育研究のより一層の高度化 ･活性化を推

進すると共に,生涯学習の場として機能させて

いく｣と提言し, ｢運用にあたっては社会人の

再教育需要に適切に応じられる履修形態や教育

方法の弾力化を推奨 し,近年の急激な社会の変

化や学術 ･研究 ･技術の高度化に対応していけ

る人材の育成が必要である｣としている｡教育

制度の見直し,弾力化に伴い,大学修士課程の

短縮等の提言もなされている｡

今回の調査で履修学生の意見にもあったよう

に,看護基礎課程修了時の学習到達度,需給関

係から,専任の教官を配置した一年以上の課程

等の専攻課程設置が社会要請にも適合すると考

える｡

高等教育検討において,その課程を助産学専

攻の専攻科とするか修士課程にするかについて

は種々議論があろう｡ しかし現状の4年学士課

程における助産学の履修は改善しなければなら

ない｡

ま と め

1989年度現在,学士課程で助産学を履修でき

る大学は全国に3大学 (千葉,琉球,聖路加大

学)である｡これらの大学の助産婦教官と履修

学生全員にアンケー ト調査を行った｡3大学の

履修学生総数14名のうち12名からアンケート回

答があった｡

1. 各大学の教官数はA大学8名,B大学5名

C大学2名であった｡

2. 3大学の履修単位は,8単位から16単位ま

であり,大幅に異っていた｡

3. 助産婦課程の科目は3大学ともに保健婦,

看護婦課程のほかに,別個に履修するいわゆ

る付加科目になっている｡A大学は助産婦課

程としてまとめられた科目を履修し,B,C

大学では学生が助産関係の科目を別個に選択

履修する科目選択方式をとっていた｡

4. 学生は学習終了時の到達度を ｢どうにかで

きる｣のレベルに評価していた｡

5. 履修の希望者は多いにも拘らず,各大学の

助産学課程の定員は少数で,希望者の約20%

程度の学生だけが履修が可能という状態であ

った｡

6. カリキュラムが必然的に過密になるため,

学生の履修中の健康状態に問題があり,1/3

の学生が,睡眠不足,精神面での不健康感を

訴えていた｡

現在の4年生大学助産婦教育の最大の問題点

は,看護婦 ･保健婦 ･助産婦の全ての過程を4

年間の教育期間中に組みこんでいることである｡

このため,助産関係科目を選択した学生は非選

択の学生よりも過密なカリキュラム履修を強い

られ,教育上の様々な問題をもたらしている｡

さらに,助産学の教育理念から見ても十分教育

が行われているとは言い難い｡これらの問題を

解決するには,助産学教育を4年生の枠からは

ずして修士課程あるいは専攻科課程に分離する

のが理想的であろう｡
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〔資料〕

大学における助産婦教育に関する調査協力のお願い

この調査は, 大学における助産婦教育 (以下, 助産課程と呼ばせていただきます｡)の現状を

把握 し,これからの助産婦教育のあり方を考える一助にすることを目的としております｡なにと

ぞ,よろしくご協力の程お願いいたします｡

○調査用紙 1--助産課程の教官の方に回答お願いいたします｡

○調査用紙 2--･1988年度 (4年生時)に助産課程を選択した学生全員に回答お願いいたします｡

なお,この調査の結果については,学校および学生の皆様の秘密を厳守し,ご迷惑をおかけし

たり,名誉を傷つけるようなことは一切いたしません｡調査の主旨をご理解の上,ご協力いただ

きますよう重ねてお願い申し上げます｡わかりにくい点がございましたら下記までご連絡下さい｡

ご多忙中,恐れ入りますが 3月15日 (水)までに,同封の封筒にて,三井までご返送下さい｡

(学生の方は,助産課程担当の教官にお渡し下さい｡)

平成元年 2月15日
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〔助産課程の教官の方に回答お願いいたします〕

学校名 〔

調査用紙 1

( )またはワク内にど記入 ください｡

1.-学年の看護学部 (料)の学生定数 :( )名

2.助産課程選択学生定員数 :( )名

3.1988年度に助産課程の選択を希望した学生数 :( )名

4.実際に1988年度に助産学を選択 した学生数 :( )

5.希望学生数が定員数より多い場合はどのように選択学生を決定 しておられますか｡

(

6.看護学部 (料)の総科目数と卒業に要する単位数 ･時間数 (いずれも合計数 を お書 き下 さ

い｡)

全学年の総科目数 ( )科目

講 義

必

修

Ⅷ
選

択

実 習

)科目 t(

)単位

)時間

( )単位

( )時間

目

位

問

科

単

時

F
JI
F
J】
F
Jt

目

位

間

科

単

時

F
JI
F
J一
E
Hl

7.助産課程を選択しない学生が 4年生時に履修すべき科目数と単位数 ･時 間数 (いずれも合計

数をお書き下さい｡)

講 義 t 実 習

必

倭

( )科目

( )単位

)科目
)単位

( )科目

( )単位

( )時間

( )科目

( )単位

)時間 ( )時間
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助産課程を選択する学生が履修すべき科目数とその単位数 ･時間数

請

義

実

9.助産課程を選択する学生の臨床実習状況

1) 臨床実習施設数および年間分娩数 (複数施設の場合は合計の分娩数)

① 施 設 数 ( )

⑧ 分 娩 数 ( )

2) 実習時間について

① 規定 :( )単位 ( )時間

① 実際の実習に要した時間 :平均 ( )時間

⑧ 実習指導にあたる教員数 :( )名

3) 夜間実習について (①①は該当するものを○でかこんでください｡)

① 夜間実習の有無 :有り 無し

⑧ 有りの場合は宿泊施設の有無 :有り 無し

⑧ 夜間実習の期間 :開始( )月から終了( )月まで( )日間

4) 継続事例について

① 学生一人あたりの例数 :( )例

① 継続事例の受持ち時間 :( )から( )まで

10. その他 (何でもお気付きのことを自由にお書きください｡)

/｢
1
1..ー

ご協力ありがとうございました｡
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調査用紙 2

〔1988年度に助産課程を選択された方に回答お願いいたします〕

該当する記号を○印で囲み,また ( )内には適宜書き入れて下さい｡

年 齢 :( )才

結 婚 :ィ.未婚 ロ.既婚 (a.子供なL b.子供あり)

生 所 :ィ.家族と同居 ロ.下宿 -.その他 (

アルバイ ト:ィ.していない

ロ.している 週 ( )回, 1回につき ( )時間

職種 (

1.助産課程を選択した動機についてお答え下さい｡

ィ.助産婦の資格をとりたい｡

ロ.助産婦業務に関心がある｡

-.看護の領域を広く学びたい｡

こ.その他 (

2.助産課程の学習にあたって,あなたが一番問題だと思うことを,優先順位をつけて高いもの

から服に3つ選び ( )に番号を書き入れて下さい｡

ィ.実習で拘束される時間が長い｡

ロ.実習で渡れたり,健康に支障をきたすことがある｡

ハ.講義内容が難しく,理解しにくい｡

こ.レポー ト･グループワークなどの課題が多すぎる｡

ホ.卒論との併行が--ドである｡

へ.他教科との併行学習がハードである｡

ト.時間的ゆとりがなく,友人 ･家族などとの人間関係に支障をきたすことがある｡

チ.その他 (

3.あなたの4年生の時の健康状態についてお答え下さい｡

ィ.まったく健康で問題なかった｡

ロ.健康上の理由で休んだことがある｡約 ( )日間

ハ.受診 したことがある｡約 ( )回 その時の病名 (

こ.その他 (

)

)

)

)

)

)

(

(

(

(

(

(

4.あなたの4年生の時の平均的な睡眠時間はおよそ何時間でしたが｡約 ( )時間

5.現在､助産課程を選択してよかったと思いますか｡

ィ.非常によかった ロ.まあまあよかった

ハ.どちらとも言えない こ.あまりよいとは思えない

ホ.まちがっていた へ.その他 (

6.助産課程を履修して,どの程度のことができるようになりましたか｡記号でお答え下さい｡

(○-できる,△-どうにかできる,×-できない)
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7.大学における助産課程

の教育についてお答え下さい｡1) 次のう

ち,どの形態が一番望ましいと考えますか｡ィ.

現状のまま, 4年生時の選択制でよい｡ロ.大学での看護基礎教育修了後, 1年間の大学

別専攻課程で行う｡ハ.大学での看護基礎教育修了後, 2年間の大学院課程で行う

｡こ.その他 (

2
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8.卒業後すぐに,助産婦としての就業を希望していますか｡

1) ィ.ハイ ロ.イイエ

GiiZg
2

1

それは,なぜですか｡(ロ.イイ工とお答えになった方のみお答え下さい｡)

･

ご協力ありがとうございます｡
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